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３ 市民提案事業 補助制度 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

１ 事業名 穂高人形 飾り物展示 

団 体 名 穂高人形・お船祭保存会 
代 表 者 会長 平林 佳樹 担当者 穂高 光雄 

事業概要 
新本庁舎ロビーでの穂高人形、飾り物を展示し、安曇野の伝統文化を

披露する。 
総事業費予定額 668,324円 場所 新本庁舎 

開催予定日 5月 対象者及び参加者数 市民、市外来庁者 50,000人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考 実施時期と場所は調整が必要 

２ 事業名 
Azumino.光のページェント  

市制施行10周年記念イルミネーション 

団 体 名 Azumino.光のページェント実行委員会 
代 表 者 実行委員長 小林 一男 担当者 赤羽 祐樹 

事業概要 
10周年を記念して記念樹を植えるとともに、小学生がアクリル板へ将
来の夢や希望を書き込んだものを記念樹に装飾する。作業のため、一

般市民参加の特別作業日を設け、市民間の交流を図る。 
総事業費予定額 540,000円 場所 安曇野の里 

開催予定日 8月 1日～３月 31日 対象者及び参加者数 市民及び市内来訪者30,000人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考 全くの新規事業ではなく、既存事業の拡大 
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３ 事業名 山雅後援会安曇野支部ホームタウン事業 

団 体 名 山雅後援会安曇野支部 
代 表 者 支部長 辻谷 洋一 担当者 吉田 賢司 

事業概要 
松本山雅のアウェー試合の際にパブリックビューイングを実施し、ホ

ーム戦では観戦のためシャトルバスを運行する。 
総事業費予定額 933,000円 場所 堀金体育館外 

開催予定日 4月～11月 対象者及び参加者数 市民、近隣住民 3,000人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考 シャトルバスは補助対象外 ＰＶは、21試合のうち 10試合を予定 

４ 事業名 子育て応援ビッグフェスタ 

団 体 名 あづみ野エフエム放送株式会社 
代 表 者 花村 薫（代表取締役社長） 担当者 佐藤 英雄 

事業概要 
安曇野市内の子供達の成長を願って親子の交流を図る。教育に関わる講演

会、遊び場の提供、教育関連情報の提案、現地からの生放送を行う。 

総事業費予定額 1,000,000円 場所 スイス村 
開催予定日 6月 6日 対象者及び参加者数 子育て世代ファミリー800人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考  
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５ 事業名 安曇野ジブリ音楽会 

団 体 名 安曇野にジブリの世界をつくる会 
代 表 者 山口 わか子 担当者 笠原 芳子 平林 晃一 

事業概要 
市内のホール施設で、素人からプロのアーティストを招き、コンサー

ト、ライブ音楽会を開催する。 
総事業費予定額 1,380,000円 場所 サンモリッツ等 

開催予定日 10月 18日  対象者及び参加者数 ５歳以上 800人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考 全くの新規事業ではなく、既存事業の拡大 

６ 事業名 市民で歌うふるさとの校歌 

団 体 名 市民で歌うふるさとの校歌実行委員会準備会 
代 表 者 安藤 哲也 担当者 安藤 哲也 

事業概要 
市内各学校の校歌に詠まれた歌詞に安曇野の素晴らしさを再発見する

とともに、校歌を通して一体感の醸成を図る。市内小中学校の校歌を

有志合唱団により演奏、記録する。 
総事業費予定額 509,900円 場所 市内 

開催予定日 4月～3月 対象者及び参加者数 市民、その他有志 500人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ◎ 

備  考  
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７ 事業名 安曇野のシンボル穂高神社を盛り上げる仲間 

団 体 名 輝け安曇野の会 
代 表 者 井口 彰 担当者 丸山 英樹 

事業概要 
新本庁舎落成の祝賀イベントとして、庁舎壁面を利用したプロジェク

ションマッピングを行い、祝賀ムードを盛り上げる。 
総事業費予定額 3,500,000円 場所 新本庁舎 

開催予定日 5月～10月 対象者及び参加者数 市民 500人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
◎ ◎ ◎ ○ 

備  考  

８ 事業名 あの頃青春グラフィティ 

団 体 名 あづみ野エフエム放送株式会社 
代 表 者 花村 薫（代表取締役社長） 担当者 佐藤 英雄 

事業概要 
毎週土曜日に生放送している当番組（FM世田谷）の出張公開生放送を安曇野市で開催し、市

の魅力を全国 59のネット局を通じて PRする。市の観光、物産等を PRする。 

総事業費予定額 800,000円 場所 市内（新本庁舎） 
開催予定日 5/9 対象者及び参加者数 市民 100人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
○ ◎ ◎ ◎ 

備  考 実施時期と場所は調整が必要 
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９ 事業名 安曇野イキイキ健康体操 普及・交流会 

団 体 名 安曇野イキイキ健康体操交流実行委員会 
代 表 者 塚田 啓子 担当者 塚田 啓子 

事業概要 
イキイキ健康体操を市内に普及させ、各地域の健康体操サークルの活

動報告、交流会を行う。 
総事業費予定額 170,000円 場所 交流会は堀金体育館 

開催予定日 4月～10月 対象者及び参加者数 市民（各サークル） 100人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
○ ◎ ◎ ○ 

備  考 普及促進がポイント 

10 事業名 アマチュア無線記念局開設 

団 体 名 JARL安曇野クラブ 
代 表 者 二木 邦夫 担当者 宮川 英夫 

事業概要 
アマチュア無線特別局を開設し通信を行うことにより、市制施行 10周年の PR、
市の知名度アップ、観光の PRを図る。イベント等で公開運用をする。 

総事業費予定額 159,628円 場所 市内 
開催予定日 5月～11月 対象者及び参加者数 全国、海外のアマチュア無線家 7,000局 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
△ ◎ ◎ ◎ 

備  考 市民参加は少ないが、全国、海外へ情報発信となる 
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11 事業名 安曇野かるたとり 

団 体 名 安曇野大好き会 
代 表 者 益子 祐子 担当者 益子 祐子 

事業概要 
安曇野を題材としたかるたとりを通じて、安曇野の良さを再発見する

とともに、世代を超えた交流を図る。 
総事業費予定額 60,000円 場所 くるりん広場 

開催予定日 未定 対象者及び参加者数 市民 100人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
△ ◎ ◎ ◎ 

備  考 参加者集めが課題 

12 事業名 安曇野の文化と和の暮らし 

団 体 名 安曇野きもの集 
代 表 者 濱田 恵子 担当者 濱田 恵子 

事業概要 
安曇野で着物や和の文化を学ぶため、講演会の開催や安曇野在住の着

物作家の作品を展示する。 
総事業費予定額 540,000円 場所 髙橋節郎美術館主屋 

開催予定日 11月 17日～29日 対象者及び参加者数 市民 70人 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
△ ◎ ○ ◎ 

備  考 幅広い市民参加が難しいと思われる 
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13 事業名 安曇野で暮らしてみたらツアー 

団 体 名 安曇野のウェディングを盛り上げる会 
代 表 者 山下 邦二 担当者 山下 邦二 藤澤 直樹 

事業概要 
市外、県外から安曇野への移住に興味がある参加者を募り、市民と交流しなが

ら、定住者を増やすとともに、地元市民と参加者との出会いの場を提供する。 

総事業費予定額 500,000円 場所 スイス村等 

開催予定日 10月 3日 
対象者及び 
参加者数 

・市外、県外から安曇野で暮らすことに興味のある

参加者（40才まで）40名 

・安曇野に 10年ほど定住している夫婦等 25名 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
○ ◎ ○ △ 

備  考 市外、県外から十分な参加者を集めることができるか未知数 

14 事業名 区民参加による桜並木建設事業 

団 体 名 明科潮区 
代 表 者 区長 岩垂 直次 担当者 区長代理 矢澤 久男 

事業概要 
潮神明宮から廃線敷までの遊歩道に区民参加で桜並木を作り、市民や廃線敷を訪

れる観光客に素晴らしい景観と集える場を作る。 

総事業費予定額 480,000円 場所 廃線敷 

開催予定日 4月～10月 
対象者及び 
参加者数 

潮区民 

評  価 
市民参加 公益性 効果 実現可能性 
○ ◎ ◎ △ 

備  考 維持管理面で課題がある 


